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●申し込みは●申し込みは「交流サロン」「交流サロン」
やＨＰ等でも受け付けます。やＨＰ等でも受け付けます。

仲間になりませんか！仲間になりませんか！
向島学会では、向島学会では、会の目的に賛会の目的に賛
同し、同し、活動に主体的に参加す活動に主体的に参加す
るとともに、るとともに、活動の成果を会活動の成果を会
に提供する個人を対象に会員に提供する個人を対象に会員
を募っています。を募っています。会員２名の会員２名の
推薦が必要ですが、推薦が必要ですが、交流サロ交流サロ
ンなどに参加していただき、ンなどに参加していただき、
その後、その後、会員に申し込まれる会員に申し込まれる
ことをお勧めします。ことをお勧めします。

************************************
　
向
島
学
会
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
申

請
が
東
京
都
で
審
議
さ
れ
て
お

り
、
順
調
に
い
け
ば
５
月
あ
た
り

に
認
可
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
今
回
も
、
主
に
２
０
０
５
年
に

向
島
地
域
を
対
象
に
卒
業
研
究
や

設
計
、
論
文
執
筆
を
行
っ
て
き
た

学
生
の
発
表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
１
７
年
度

第
５
回
交
流
の

サ
ロ
ン

報告報告

　　　ＮＰＯ法人化にあわせて新たに　　　ＮＰＯ法人化にあわせて新たに
デザインされたデザインされた『向島学会』『向島学会』のロゴのロゴ
       design by Watanabe Shinji       design by Watanabe Shinji
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フルハウス＝古橋邸です。フルハウス＝古橋邸です。

日時日時：：平成１８年３月２５日平成１８年３月２５日（土）（土）午後２時～５時午後２時～５時
会場会場：：すみだすみだNPONPOテンポラリーオフィス　交流サロンテンポラリーオフィス　交流サロン（定員（定員3030名）名）

向島学会向島学会  第５回交流のサロン第５回交流のサロン

１．１．向島に関する学生の研究向島に関する学生の研究・・設計発表会設計発表会（各発表（各発表1515分、分、質疑質疑1515分）分）
１）１）「京島の新しい長屋」「京島の新しい長屋」（（20052005年度明治大学建築学科卒業設計）年度明治大学建築学科卒業設計）
　　　山口　香奈　　　山口　香奈（明治大学理工学部建築学科４年生）（明治大学理工学部建築学科４年生）
２）２）「まちづくりと地域の持続可能性に関する研究」「まちづくりと地域の持続可能性に関する研究」（修士論文）（修士論文）
　　　則武七央子　　　則武七央子（東京大学大学院修士課程）（東京大学大学院修士課程）

２．２．空き家の耐震改修及び活用について空き家の耐震改修及び活用について（発表（発表2020分、分、質疑質疑1515分）分）
　　　（長谷川、　　　（長谷川、藤野）藤野）
１）１）東向島の貸家における具体的取り組み東向島の貸家における具体的取り組み
２）２）今後の活動展開今後の活動展開・・・・・・ＬＬＰＬＬＰ（事業組合）（事業組合）設立に向けて設立に向けて

３．３．20062006年度アートプロジェクトの企画について年度アートプロジェクトの企画について（発表各（発表各1010分、分、質疑質疑1515分）分）
１）１）AIGAIG向島大学　春夏の企画発表向島大学　春夏の企画発表（嘉藤、（嘉藤、水内）水内）
２）２）トリのマークの企画トリのマークの企画（トリのマーク）（トリのマーク）
３）３）路地園芸関連企画路地園芸関連企画（曽我）（曽我）

４．４．向島学会の今後の活動について向島学会の今後の活動について（発表と議論で（発表と議論で2020分）分）
　　　（高木会長、　　　（高木会長、古橋ほか）古橋ほか）
１）１）NPONPOオフィスの活用オフィスの活用
２）２）地域活性化プロジェクト地域活性化プロジェクト
５．５．その他その他
１）１）路地園芸調査路地園芸調査（佐原、（佐原、真野）真野）
２）２）告知など告知など
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　　　　　山口香奈　　　　　山口香奈（明治大学理工学部建築学科４年生）（明治大学理工学部建築学科４年生）
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路地園芸関連企画路地園芸関連企画（曽我）（曽我）

　
路
地
園
芸
調
査
の
中
間
報
告
で

す
。
路
地
園
芸
だ
け
で
な
く
、
防
災

意
識
も
合
わ
せ
て
聞
い
て
い
る
ア

ン
ケ
ー
ト
が
東
向
島
１
～
３
丁
目

２
千
戸
に
配
布
さ
れ
、
回
収
も
始

ま
り
ま
し
た
。
現
地
調
査
は
、
地
域

で
緑
の
活
動
を
し
て
い
る
人
た
ち

に
お
願
い
し
、
路
地
の
性
格
の
違

い
な
ど
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　
会
員
に
地
元
住
民
が
少
な
い
こ
と

も
あ
り
、
機
関
誌
の
発
行
が
会
長
か

ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
認
知
度
を
上

げ
る
上
で
も
、
雑
誌
媒
体
の
メ
デ
ィ

ア
が
必
要
と
の
観
点
か
ら
で
す
。

　

『向
島
探
究
』
は
年
報
で
、
向
島
に

関
す
る
論
談
、
調
査
研
究
、
寄
稿
、
紹

介
な
ど
を
通
じ
て
、
住
民
と
一
体
に

な
っ
て
地
域
活
性
化
を
考
え
る
た
め

の
掘
り
起
こ
し
や
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
対
応
な
ど
を
目
指
し
ま
す
。
今

後
徐
々
に
詰
め
て
い
き
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
Ｇ
向
島
大
学
関
連
の

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、
沖
縄
の
音
楽
と
ま
ち

ア
ー
ト
を
主
題
に
し
た
『
沖

縄
ま
ち
ア
ー
ト
祭
り
「
う
ま

ん
ち
ゅ
う
」

』が７
月
１
５
日

に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
環
境
音
を
使
っ
た
水
内

氏
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
記
憶

と
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
に

よ
る
ト
リ
の
マ
ー
ク（
通
称
）

の
案
内
も
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
は
、
１
月
３
１
日

に
都
に
申
請
手
続
を
提
出
・
受
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
５
～
６
月
ご
ろ
に
決

定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
関
連
し
て
、
２
月
１
日
か
ら
、
旧
文
化

小
学
校
に
設
け
ら
れ
た
「
す
み
だ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
オ
フ
ィ
ス
」
の
一
室
を
借

り
て
い
ま
す
。
月
額
１
万
２
千
円
で
、
半

年
間
と
継
続
一
回
で
計
１
年
間
が
今
の
と

こ
ろ
の
予
定
で
す
。
ど
う
活
用
し
て
い
く

か
と
と
も
に
、
管
理
運
営
の
問
題
、
人
の

確
保
や
使
い
方
の
ル
ー
ル
な
ど
な
ど
、
こ

れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
な
お
、
前
年
度
か

ら
の
繰
越
金
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
購
入

し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
も
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
々

か
ら
自
己
紹
介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
向
島
を
対
象
に
、
ま
ち
づ

く
り
と
地
域
の
関
係
を
検
討

し
た
修
士
研
究
成
果
で
す
。

　

「ま
ち
づ
く
り
」
の
場
面

で
は
、
活
発
化
に
従
っ
て
そ

の
形
態
も
多
様
化
し
扱
う
範

囲
も
拡
大
し
て
い
る
と
い
う

面
と
、
木
造
密
集
市
街
地
に

起
因
す
る
防
災
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
普
遍
的
な
課
題
の
存

在
と
い
う
２
面
性
の
指
摘
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
は
「
公
」

と
「
私
」
の
隙
間
に
可
能
に

な
る
場
や
主
体
が
い
て
、
専

門
家
は
そ
の
視
点
の
展
開
を

促
す
役
割
を
持
つ
。
そ
の
目

的
は
「
持
続
可
能
性
」
で
あ

り
、
そ
れ
が
展
開
す
る
場
と

し
て
の
「
地
域
」
と
い
う
考
察

で
す
。
会
場
か
ら
は
、「
公
」
と

「
私
」
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
の

問
題
、「
公
」
の
あ
り
方
の
変

容
こ
そ
が
重
要
と
い
う
指
摘
、

理
論
概
念
が
具
体
的
現
実
に

ど
う
つ
な
が
る
の
か
、
と

い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
京
島
を
舞
台
に
、
少
子
化

老
朽
化
に
よ
る
住
民
の
流
出

を
防
ぐ
た
め
に
、
路
地
を
生

か
し
た
建
築
的
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
提
案
し
た
卒
業
設
計
の

報
告
で
す
。
生
活
感
の
は
み

出
し
を
生
か
し
て
、
建
物
の

フ
ァ
サ
ー
ド
を
そ
ろ
え
て
路

地
を
残
す
こ
と
を
基
本
に
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

た
交
換
可
能
な
入
れ
子
シ
ス

テ
ム
「
ス
ケ
ル
ト
ン
イ
ン

フ
ィ
ル
長
屋
」

、２階
か
ら
入

る
「
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
　

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」

、の
こ
ぎ
り
屋

根
を
緑
化
し
た
「
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｕ
Ｓ
Ａ
　
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」

、棟

割
２
世
帯
を
ト
ン
ネ
ル
で
貫

通
す
る
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｌ
　
Ｈ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
」
な
ど
な
ど
。
会
場

か
ら
は
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク

で
ミ
ニ
マ
ム
な
案
だ
が
、
具
体

的
な
家
を
想
定
し
、
具
体
性
を

み
て
み
た
い
、「
ス
ケ
ル
ト
ン
」

を
ま
ち
と
捉
え
て
み
て
は
、
と

い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
京
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か

ら
発
展
し
、
そ
の
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
防
災
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
建
築
に
関
わ
る

方
策
を
探
る
活
動
主
体
を
つ

く
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
具
体
的
な
形
と
し
て

「
Ｌ
Ｌ
Ｐ
＝
有
限
責
任
事
業

組
合
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
京
島
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

も
改
築
、
耐
震
、
補
強
な
ど
小

さ
な
技
術
で
の
方
策
を
議
論

し
て
い
ま
し
た
が
、
た
ま
た

ま
東
向
島
１
丁
目
の
空
き

家
の
検
討
を
不
動
産
を
通

じ
て
相
談
さ
れ
、
そ
れ
を

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
、

現
実
に
生
じ
る
問
題
や
課

題
を
考
え
て
き
ま
し
た
。
無

接
道
敷
地
、「
大
規
模
な
改

修
」
に
お
け
る
違
法
性
と
現

実
的
な
耐
震
の
あ
り
方
、
資

金
計
画
や
利
用
方
法
の
検

討
方
法
、
共
同
化
提
案
可
能

性
の
検
討
な
ど
、
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。


